
 

 
 

 

榎・木口研ではクラス 1000 相当のクリーンルーム設備を保有していま

す．現在，化学専攻・物質科学専攻向けに外部ユーザーへの開放を準備

中です． 
詳細が決まり次第，この WEB サイトにおいて掲示を行いますので，専攻

内においてクリーン環境における作業を希望される方はご確認くださ

い． 
また，基本的運用の目安として現在，研究室内での運用において用いら

れているクリーンルーム使用マニュアルを以下に公開いたしますので，

ご参考ください． 
この件に関しましてご意見・問い合わせなどありましたら，クリーンル

ーム管理者（下記）までお知らせください 
 

高井 和之 
内線 2610 

ktakai@chem.titech.ac.jp 
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化学専攻クリーンルーム 

使用手引 



 
使用前 
 使用前に作業内容，使用試薬，使用装置，物

品(特に持ち込み物)について担当教員(高井)と
相談して，作業内容変更，作業期間(開始，終

了時期)などを決める． 
 初めて使用するときは担当教員からクリーン

ルーム入退室など全般に関するインストラクションを受ける 
 作業期間が終了したら，作業終了の報告や問題点などについて担当教員(高井)に

報告する 
 

入室 
 使用時には担当教員(高井)から作業時間を申告

して，鍵を受け取る 
 

 作業時にはセーターや起毛素材などの着用は避

け，化繊や綿など発塵の少ない衣類を着用する 
 

 廊下側から 109 とクリールームの入口へ入る扉

は原則的に閉じておく 
 前室も清浄環境となっていることを前提に前室

からの入退室を行う 
 前室前でスリッパなどの履物を脱いでシューズ

ボックスに入れる 
 エアダスターを吹き付けときにダストの飛散が

目で確認できる物品は前室の段階から持ち込ま

ない 
 

 窒素を使用する場合は窒素ボンベの残圧を確認

して入口の記録用紙に記入する 
→残圧がない場合はボンベを予備と交換する 
 
 

 前室入室前にドア部の掲示板の記述を良く見て，

内部の状況を把握する． 
 
 
 
 
 



 
 必要に応じて照明をつけて解錠したのち，前室

に入室したら，まずとびらを確実にしめる 
 

 前室は基本的に 1 人のみ入室なので，別の人が

使用していたりエアシャワー部から退出使用と

している場合は待つ 
 
 
 

 鍵を壁際のフックに保管し，内部を窓から観察して異常の有無を確認したのち，

必要に応じて．．．エアシャワー前の粘着シートを交換，前室内の掃除機清掃を

行う 
 クリーンブーツ以外で粘着テープ部位に足を踏

み入れたりみだりに物を置いたりしないように

注意する． 
 中に入れる物品は一時保管場所に置き，それ以

外の棚の部位にはおかない 
 筆記具は基本的にボールペン使用．紙類はダス

トが出るためノートは専用のものを使用する 
 クリーンウェアを足から着用し，手首部からの衣服のはみ出しに注意しながら，

帽子部をしっかり着用後，チャックを上までしっかり上げて首元のマジックテー

プを止める 
 ゲストはブーツの代わりにクリーンソックスをウェアの上からかぶせるように履

いてブーツの代用とする 
 ブーツのひだが外側になるように着用したのち，手袋とマスクを着用(きちっと

広げる)し入口前の窓ガラスで全面背面の全身を確認し，特に首回りからのはみ

出しに注意して正しく着用できているか確認する 
（はみ出し部位がある場合は押しこんだりせず着用し直す） 

 エアシャワー入室前にもう一度内部を確認する(まさに退出しようとしている人

がいないか確認) 
 粘着テープ部位でブーツ裏の汚れを良く落としたのち，エアシャワー入室後はし

っかり扉を閉めて背面，全面均一にエアーが当たるように体を動かす 
 シャワー停止後，内部を目視で確認しながらクリーンルームに入室する 



 
 

日常使用 
  入室後は着用したクリーンルーム類の全部，

一部を脱ぎ外しすることは禁止する（時計や

筆記用具を取り出したりしないように） 
 室内の作業時は発塵を押さえるようにむやみ

に激しい動きをしない 
 ウェアにより視界が遮られており狭い空間な

ので安全面からも立ち歩きはゆっくりとし，急な姿勢の変更は行わない 
 ミリ Q の水はタンク式であるので残量が減ってきた場合はタンクを取り外し 109

外部にあるミリ Q 水を補給する 
 冷蔵庫から取り出した物品は結露の元である

ので十分に温度が上がるまでみだりに室内に

放置しない 
 外部から内部への呼び出しは前室手前にある

電話子機を用いて内線で呼び出す． 
「保留」＋「４」 

 ドラフトは常に排風 ON とし，使用時のみスクラバーを ON にする 
 入口の棚以外は作業スペースであるので作業終了時には原則的に全ての物品を片

づける 
 機器類の使用は十分習熟し単独使用の許可を受けた

後も，使用前にはログノートをよく読み，異常があ

る場合はただちに報告すること 
 クリーンウェアは汚れて来たらマメに業者(Tel:03-

3754-0896)に連絡してクリーニングを依頼する 
 クリーニングは毎週水曜日の昼ごろに回収に来るの

でウェアを前室に置いてある青いコンテナに入れて

渡すこと 
 ウェアのクリーニング中はゲスト用ウェアを使用すること 
 109 の外部のエアコンはクリーンルームの

温度湿度制御のため終日 ON とする 
 廃液は必ず貯留用紙に記録を行い，満タン

から８分目の量に達したら 109 外部にある

交換用タンクと入れ換える 
 固形廃棄物は溶媒を含んでいるものもある

ので必ずフタを閉める 
 室内の固形廃棄物と前室の手袋・一般ゴミは全て実験室系の産廃となるので分量

がたまってきたら大きな袋にまとめてから 109 の産廃置き場に置く 

Tel:03-3754-0896�
Tel:03-3754-0896�


 
 

退出 
 
 退出時は前室を確認して人がいないことを確認してか

らエアシャワーに入り，確実にクリーンルーム側のド

アを閉めたのち，前室の扉をあけるクリーンルーム側

のドアを閉めたのち，前室の扉をあける 
 クリーンウェアなどをきちんと収納したのち，前室か

ら退出し，必要に応じて施錠，消灯する．（物品を前

室内部に残さないように） 
 窒素を使用した場合は窒素残量を記録する 
 伝達事項がある場合は必ず入口の掲示板に記入する 
 緊急時はドア入口の横の押しボタンスイッチを押すこ

とにより自由にエアシャワーを通過できるようになる

ため活用すること 
 必要に応じて作業報告を担当教員(高井)に行うか，机

に鍵を置くなどして鍵を返却 



 
 

メンテナンス 
 
 部屋の前の圧力計で陽圧度が印の範囲を超えて来た場

合はフィルターの交換が必要なので担当教員(高井)ま
で報告する 

 
 

 冷却水のチラーは一次水が汚れると冷却効率が下がる

ので，月に一度程度本体下部のバルブを開けてドレイ

ンから水を排出し，新しい水道水を補給する 
 

 ドラフトのスクラバーの水は月に一度交換する 
 

 
 コンプレッサーのドレインからの排水は排水だめのフ

ラスコが一杯になるまでにこまめに流しに廃棄する

（夏場はたまりやすいので 2 週間程度に一回，冬場は

一月に一回ほど確認する） 
 

 室内にあるスクロールポンプは発塵がたまりやすいの

で月に一度程度，清掃を行う 
 

 エアコン室内機のコントローラーは常に 14℃
設定であるので触れないこと 

 エアコン室内機下部網目部位にあるフィルター

はよほどのことがないかぎりは清掃する必要は

ないが，万一周囲で汚染など合った場合は確認

する 
 
 

 基本的に室温の制御を行う必要はないが何らかの理由で

室温の制御が効かない場合は室内機横の温度コントロー

ラーの設定を変更する（そのあと原則的に業者に連絡） 
 

 エアコン室外機の周囲は排熱のため周囲にものを置かな

いようにする（工事業者などが物品をおいたり，風など

でゴミなどが室外機に巻きつくことがあるため，ときど

き様子を確認する） 



 
 
 

 停電時に特に電源まわりの処置は必要ないが，む

しろ復電時にエアコンが確実に復旧していること

を確認する必要がある(制御盤の温度・湿度を見る) 
 

 クリーンルーム関連の配電盤は 109 号室奥上部に

設置されており，100V，200V ともにあまり余

裕がないため，室内新たに電気機器を持ち込

むときはかならず担当教員(高井)に事前相談の

上行う 
 
 

 一年に一度程度，外気処理フィルタの交換・

清掃が必要となる 
 一年に一度程度(ドラフトの使用状況によりかな

り依存する)，ドラフトチャンバーのフィルター

交換が必要となる 
 二年一度程度エアコン室外機の排熱ファンの高

圧清掃が必要 
 およそ 5～6 年（使用状況による）に一度程度 HEPA フィルタの交換が必要にな

る 
 

 クリーンルーム業者 
 

株式会社ダルトン  
〒162-8409 
東京都新宿区市谷佐内町 9 番地 
TEL:03-3513-1319 
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